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Expansion of associative learning theory
日　　時 ：　平成24年11月10日（土）　14:00 ～ 17:00
場　　所 ：　専修大学神田校舎7号館3階　731教室
総合司会 ：　澤 幸祐（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
研究報告 ：　澤 幸祐（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
 　　　「Introduction; associative basis of cognition in animals and humans」
講　演1 ：　Robert A. Rescorla （ペンシルバニア大学名誉教授）
　　　　　　　　「Measuring changes in associative learning」
講　演2 ：　中島 定彦 （関西学院大学教授）
 　　　 「 Information variables in Pavlovian conditioning preparations: 
One more piece of evidence」
講　演3 ：　鮫島 和行 （玉川大学准教授）
 　　　 「Neural basis of conditioning and reinforcement learning: 
 　　　　A mechanistic perspective on learning and decision」
　専修大学社会知性開発研究センター／心理科学研究センターでは，様々な心理学を融合
し，新たな心理学の視座を提案することを目的の一つとしています。その対象は，人間の
みならず，人間以外の動物たちの心，また神経科学的なアプローチや工学的アプローチま
で広がるものです。
　連合学習は，節約的で単純な「心の働きの説明」として心理学では古くから研究されて
きました。ラットやハトといった動物の行動変容を説明するために，複雑すぎる概念を用
いないように心理学者は連合という概念を用いてきたわけです。結果として，「連合学習は
単純な行動の研究だけの話」であったり，「人間以外の動物の説明にしか使えない」といっ
たイメージを持つ人も少なくないようです。
　今回のシンポジウムでは，連合学習とは本当はどういうものなのか，どういった広がり
を見せているのかを取り上げます。最新の知見や新しい研究方法，神経科学などの隣接領
域での応用など様々な話題を紹介することで，連合学習は単純で動物の研究にしか使えな
いものではなく，豊かな研究領域を有するものであることを再発見していければと思いま
す。
〈180〉Expansion of associative learning theory
平成24年度 国際シンポジウム
e-mail：socio@acc.senshu-u.ac.jp  TEL：044-911-1347  FAX：044-911-1348
件名を「11/10心理科学シンポジウム」とし、①氏名（ふりがな）、②郵便番号、
③住所、④電話番号を明記のうえ、下記のメールアドレスまたはFAX番号まで
お送りください。
※お申込み時にいただいた個人情報は、専修大学からのお知らせや連絡、または
個人が特定できないようにして統計処理等を行う目的で使用します。
お申込み・お問合せ
■申込み締切：11月2日（金）
専修大学 社会知性開発研究センター事務課
融合的心理科学の創成：心の連続性を探る文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業平成23年度選定事業
主催：専修大学社会知性開発研究センター／心理科学研究センター
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会場案内
－趣旨説明－
14:00～ 14:10
澤　幸祐（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
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－講　　演－
14:10～ 15:10
Robert A. Rescorla（ペンシルバニア大学名誉教授）
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15:20～ 16:05
中島　定彦（関西学院大学教授）
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16:10～ 16:55
鮫島　和行（玉川大学准教授）
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司会・進行　澤　幸祐（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
定員
180名
（先着順）
聴講
無料平成24年11月10日（土）14:00～17:00（受付13：30～）
専修大学神田校舎 ７号館３階 731教室 東京都千代田区神田神保町3-8 使用言語は英語です
共催：玉川大学グローバルＣＯＥプログラム「社会に生きる心の創成」・日本動物心理学会 
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【研究報告】澤　幸祐（心理科学研究センター研究員）
【講演2】中島　定彦氏
【講演1】Robert A.　Rescorla氏
【講演3】鮫島　和行氏
